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勾
欄
雑
筆

3.5

『
中
央
演
劇
』
第
四
巻
第
二
号

昭
和
十
四
年
二
月
一
日
発
行

文
楽
に
関
す
る
随
筆
を
書
け
と
の
御
注
文
で
あ
る
が
、
ま
だ
若
輩
の
私
に
随
筆
等
書
け
る
筈
が
な
い
。
あ
れ
や
こ
れ
や
と

考
え
た
上
、
旧
臘
三
十
日
、
文
楽
座
の
初
春
興
行
の
総
稽
古
を
見
聞
し
に
行
っ
た
時
、
客
無
し
の
寒
い
椅
子
席
で
、
ポ
ツ
ネ

ン
見
物
し
て
居
る
中
に
、
初
春
狂
言
に
因
ん
だ
事
で
取
止
め
も
な
く
頭
に
浮
ん
だ
こ
と
を
書
く
事
と
す
る
。

ま
ず
入
場
す
る
と
、
幕
開
き
の
「
忠
臣
蔵
」
の
『
道
行
』
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
綴
太
夫
と
新
左
衛
門
が
シ
ン
で
あ
る
。

が
ほ
ん
と
う
の
浄
瑠
璃
の
シ
ン
の
小
浪
は
、
病
気
回
復
し
た
二
枚
目
の
伊
達
が
、
新
左
衛
門
の
絃
で
語
っ
て
居
る
。
次
が
『
九

段
目
』
で
、
前
半
が
盲
目
の
駒
太
夫
、
絃
が
清
二
郎
、
後
半
が
大
隅
と
広
助
、
浄
瑠
璃
の
最
高
峰
と
云
わ
れ
る
『
九
段
目
』

を
二
分
す
る
な
ど
け
し
か
ら
ん
事
で
あ
る
、
し
か
も
、
最
も
情
の
乗
り
切
っ
た
と
こ
ろ
、「
︱
︱
途
方
に
暮
れ
し
折
か
ら
に
」

で
切
れ
て
、「
東
西
、
只
今
の
次
︱
︱
」
と
、
口
上
が
入
っ
て
、「
︱
︱
加
古
川
本
蔵
が
首
進
上
申
す
︱
︱
」
と
な
る
の
だ

か
ら
、
堪
ら
な
い
、
幕
内
は
そ
れ
で
治
っ
た
か
知
ら
ぬ
が
、
治
ら
な
い
の
は
聴
客
の
耳
、
そ
の
愚
痴
は
置
い
て
、
盲
目
の
駒

太
夫
、
中
々
よ
く
語
っ
て
居
る
、
何
時
か
も
、
紋
下
の
津
太
夫
の
代
役
を
し
た
時
、
お
客
が
口
々
に
「
駒
は
ん
も
中
々
よ
う

語
る
な
あ
」
と
言
っ
て
居
た
事
を
、
故
石
割
松
太
郎
氏
が
耳
に
し
て
、
こ
の
評
言
は
、
紋
下
の
権
威
の
な
い
事
を
裏
書
き
す

る
も
の
だ
、
と
言
っ
て
居
ら
れ
た
事
を
思
い
出
し
た
。
盲
目
で
近
世
の
名
人
は
、
何
と
言
っ
て
も
四
代
目
の
竹
本
住
太
夫
で

あ
っ
た
そ
う
だ
。
文
楽
座
に
居
た
の
だ
が
、
越
路
（
後
の
摂
津
）
と
紋
下
争
い
を
し
て
、
新
興
の
い
な
り
彦
六
座
へ
行
っ
て
、
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そ
こ
の
紋
下
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
紋
下
に
座
っ
て
居
て
、
や
は
り
そ
れ
だ
け
の
芸
に
貫
禄
が
あ
っ
た
か
ら
、「
忠
臣
蔵
」

が
立
つ
と
『
九
段
目
』
を
語
る
。
最
も
の
お
得
意
は
、「
大
文
字
屋
」
で
、
今
の
道
八
が
代
役
で
そ
の
相
三
味
線
を
勤
め
た

時
、
高
座
で
ポ
ロ
〳
〵
涙
が
出
て
来
て
、
オ
イ
〳
〵
声
が
出
そ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。
こ
の
住
太
夫
の
相
三
味
線
は
、
二
代

目
鶴
沢
勝
七
で
、
掛
声
の
め
っ
ぽ
う
よ
か
っ
た
人
と
か
、「
妹
背
山
」
の
『
道
行
』
の
シ
ン
を
弾
い
た
時
、
勝
七
の
掛
声
の

た
め
に
、
お
三
輪
の
出
の
太
夫
の
声
が
消
え
た
と
か
言
う
咄
で
あ
っ
た
。
太
夫
は
、
若
太
夫
の
九
代
目
（
？
）
で
、
道
行
専

門
の
人
。

『
九
段
目
」
が
す
ん
で
、
人
形
の
栄
三
の
部
屋
を
訪
ね
る
と
、「
勧
進
帳
」
の
弁
慶
の
人
形
を
拵
え
て
居
る
と
こ
ろ
、「
今

度
は
、
お
役
が
四
ツ
で
中
々
お
え
ろ
お
ま
ん
な
」
と
、
言
う
と
、「
困
っ
て
ま
ん
ね
ん
、
は
な
の
由
良
之
助
か
、
切
の
団
子

、
、

屋
か
ど
っ
ち
か
堪
忍
し
と
く
な
は
れ
、
と
い
い
ま
し
た
ん
や
け
ど
、
ど
う
し
て
も
あ
き
ま
へ
ん
ね
」
と
言
う
。「
そ
や
け
ど
、

ま
あ
今
度
は
、
人
形
が
皆
一
役
一
番
宛
だ
っ
さ
か
い
ま
だ
ま
し
だ
す
。
も
う
『
忠
臣
蔵
』
の
通
し
で
、
由
良
之
助
と
勘
平
の

二
役
は
叶
い
ま
へ
ん
。
由
良
之
助
が
、『
四
段
目
』
と
、『
茶
屋
場
』
が
二
番
、『
九
段
目
』、『
討
入
』
と
五
番
で
、
勘
平
が
、

朝
（
三
段
目
の
こ
と
）
の
勘
平
に
、
猟
人
に
『
六
ツ
目
』
と
三
番
で
、
つ
ご
う
八
番
だ
っ
さ
か
い
、
部
屋
一
杯
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
巡
業
や
な
ん
て
来
た
日
に
ゃ
、
や
り
き
れ
ま
へ
ん
。」
成
程
、
人
形
だ
か
ら
芝
居
の
様
に
扮
装
の
手
間
は
要
ら
ぬ

か
ら
簡
単
な
も
の
だ
と
思
い
の
外
、
幕
間
の
手
数
は
大
し
た
事
は
な
い
も
の
ゝ
、
初
日
の
開
く
迄
の
人
形
の
準
備
や
、
右
の

様
な
沢
山
な
人
形
が
要
る
場
合
の
場
所
の
取
る
事
は
、
芝
居
以
上
で
あ
る
。
一
日
の
通
し
狂
言
で
、
種
々
の
役
の
中
、
最
も

沢
山
種
類
の
要
る
横
綱
は
、「
菅
原
」
の
通
し
で
、
菅
相
丞
と
松
王
丸
で
あ
る
。
相
丞
の
方
は
、
ま
ず
『
大
序
』
と
『
伝
授

場
』
が
天
人
装
束
だ
が
、
昔
は
、
品
物
の
よ
い
の
と
悪
い
の
と
二
つ
作
っ
て
、
使
い
分
け
を
し
た
と
の
事
で
あ
る
。
勿
論
、

『
伝
授
場
』
の
方
に
よ
い
の
を
使
っ
た
。
次
が
『
道
明
寺
』
で
、
こ
の
段
で
、
本
身
の
相
丞
と
、
木
像
の
相
丞
と
二
番
、
そ
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れ
か
ら
『
天
拜
山
』
で
、
大
切
が
近
頃
め
っ
た
に
出
な
い
『
柘
榴
天
神
』
と
、
全
部
で
六
番
、
松
王
の
方
は
、『
加
茂
堤
』

の
仕
丁
姿
、『
車
曳
き
』、『
賀
の
祝
』、『
北
嵯
峨
』
の
忍
び
装
束
、
そ
し
て
、『
寺
小
屋
』
で
は
、
首
実
験
と
、
二
度
目
の

出
と
、
段
切
の
麻
裃
と
三
番
要
る
訳
で
、
合
計
七
番
と
な
り
、
若
し
、
相
丞
と
松
王
の
二
役
を
一
人
で
持
つ
と
、
と
て
も
大

変
な
事
に
な
る
。

次
の
『
日
向
島
』
ま
で
の
間
に
、
吉
例
手
打
の
式
が
あ
る
。『
日
向
島
』
は
、
紋
下
津
太
夫
の
役
場
、
昔
、
鐘
太
夫
が
、

元
祖
越
前
少
掾
の
追
善
と
し
て
上
場
し
て
以
来
、
青
竹
の
勾
欄
を
用
う
る
慣
例
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
青
竹
の
勾
欄
と
言

え
ば
九
年
前
の
昭
和
五
年
の
一
月
、
今
の
文
楽
座
の
柿
葺
落
し
興
行
に
、「
平
家
女
護
島
」
の
二
段
目
の
『
鬼
界
ケ
島
』
が

出
た
時
、
青
竹
の
勾
欄
を
使
用
せ
ん
と
し
た
の
に
対
し
て
、
木
谷
蓬
吟
氏
が
、
追
善
物
の
『
日
向
島
』
に
似
て
不
吉
で
あ
る

と
言
っ
て
、
横
槍
を
出
し
、
上
方
劇
壇
に
か
な
り
の
問
題
が
起
き
た
事
が
あ
る
。
が
、
青
竹
の
勾
欄
に
関
す
る
事
は
別
と
し

て
、
往
々
に
し
て
、『
俊
寛
』
と
、『
日
向
島
』
と
が
相
似
し
た
も
の
と
し
て
、
よ
く
比
較
さ
れ
る
事
が
、
私
は
不
思
議
で

堪
ら
な
い
。
こ
の
両
者
は
、
離
れ
小
島
に
居
る
乞
食
と
言
う
点
だ
け
は
似
て
居
る
と
し
て
も
、
構
想
も
作
意
も
、
そ
れ
に
第

一
浄
瑠
璃
の
曲
風
が
丸
き
り
違
う
。
津
太
夫
の
『
日
向
島
』
を
聴
い
て
居
て
も
、
ま
た
、
九
年
前
に
『
鬼
界
ケ
島
』
を
復
活

さ
せ
た
古
靱
の
『
日
向
島
』（
こ
の
人
は
、
ま
だ
『
日
向
島
』
は
語
ら
ぬ
が
）
を
聴
い
て
も
、『
鬼
界
ケ
島
』
の
事
等
、
み

じ
ん
も
聯
想
し
な
い
だ
ろ
う
。

近
世
で
、
こ
の
『
日
向
島
』
の
よ
か
っ
た
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
初
代
の
柳
適
太
夫
だ
っ
た
そ
う
な
、
灘
の
酒
屋
の
旦
那

で
、
素
人
か
ら
の
化
物
だ
が
、
何
し
ろ
、
当
時
三
絃
の
最
古
老
で
あ
っ
た
西
京
建
仁
寺
町
の
友
治
郎
（
五
世
）
を
、
家
に
居

候
さ
せ
て
、
一
段
の
浄
瑠
璃
を
一
年
以
上
も
か
ゝ
っ
て
上
げ
た
と
言
う
、
だ
い
た
い
上
品
な
語
り
口
で
、「
橋
供
養
」
の
『
庵
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室
』
や
、「
大
塔
宮
」
の
「
切
子
灯
籠
」
等
が
お
得
意
で
、「
良
弁
杉
」
の
『
二
月
堂
』
は
こ
の
人
の
書
卸
し
で
無
類
だ
っ

た
そ
う
だ
が
、
中
で
も
こ
の
『
日
向
島
』
は
飛
切
り
よ
か
っ
た
ら
し
い
。

廊
下
で
、
バ
ッ
タ
リ
古
靱
に
会
っ
た
の
で
、
早
速
『
日
向
島
』
の
咄
を
聴
く
、「
以
前
に
あ
な
た
が
聴
か
れ
た
『
日
向
島
』

の
中
で
は
、
誰
方
の
が
よ
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
と
た
ず
ね
る
と
、「
東
京
の
綾
瀬
は
ん
や
、
播
磨
は
ん
の
も
聴
き
ま
し
た
。

う
ち
の
師
匠
（
法
善
寺
津
太
夫
）
も
、
芝
居
で
語
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
聴
け
ま
せ
ず
、
ど
こ
か
御
座
敷
で
聴
か
せ
て
貰

っ
た
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
堀
江
座
で
し
た
か
で
、
大
隅
師
匠
の
を
聴
き
ま
し
た
、
が
、
や
っ
ぱ
り
、
こ
れ
が

一
番
結
構
で
し
た
」。
と
の
事
で
あ
る
。
声
づ
ら
か
ら
言
う
と
、『
日
向
島
』
は
、
断
然
大
隅
の
も
の
で
は
な
い
、
そ
れ
が
、

、
、

一
番
よ
か
っ
た
と
言
う
の
は
、
や
は
り
、
団
平
の
指
導
と
、
大
隅
の
必
死
の
修
業
が
、
適
不
適
を
蹴
飛
ば
し
た
と
言
う
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。
調
べ
て
見
る
と
、
堀
江
座
で
、
大
隅
が
こ
の
段
を
語
っ
た
の
は
、
明
治
四
十
二
年
の
一
月
で
あ
る
。
当
時
、

大
隅
は
、
糖
尿
病
に
か
ゝ
っ
て
居
た
が
『
日
向
島
』
の
役
が
付
い
た
の
で
、「
あ
れ
許
り
は
、
米
の
御
飯
を
喰
べ
さ
せ
て
貰

わ
ん
と
、
稽
古
が
で
け
ま
へ
ん
」
と
、
言
っ
て
来
た
と
、
そ
の
頃
診
察
し
て
居
ら
れ
た
高
安
吸
江
博
士
が
言
っ
て
居
ら
れ
た
。

お
次
が
、
近
頃
の
文
楽
に
取
っ
て
、「
忠
臣
蔵
」
以
上
の
独
参
湯
の
「
勧
進
帳
」
で
道
八
の
出
し
物
、
が
、
私
が
、
こ
の

「
勧
進
帳
」
を
聴
い
て
何
時
も
疑
問
を
懐
く
の
は
、
今
文
楽
で
上
演
す
る
「
勧
進
帳
」
の
三
味
線
の
譜
と
、
こ
れ
の
書
卸
し

て

の
時
、
稲
荷
座
で
清
水
町
の
団
平
が
弾
い
た
譜
と
ど
れ
だ
け
の
違
い
が
あ
る
か
と
言
う
事
で
あ
る
。
因
に
、
文
楽
座
の
「
勧

て

進
帳
」
年
表
は
、
最
初
が
、
摂
津
の
引
退
の
時
の
大
正
二
年
四
月
で
、
三
味
線
は
吉
兵
衛
（
六
世
）、
次
が
、
大
正
十
四
年

四
月
で
、
三
味
線
は
友
治
郎
で
、
二
回
共
不
評
で
あ
っ
た
由
、
そ
し
て
そ
の
次
が
、
四
つ
橋
文
楽
座
の
第
二
回
目
の
興
行
、

昭
和
五
年
の
二
月
、
道
八
の
三
味
線
で
、
大
好
評
と
な
っ
た
。
何
時
も
〳
〵
、
団
平
の
「
勧
進
帳
」
の
事
に
就
い
て
調
べ
よ
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う
と
思
い
つ
ゝ
そ
の
侭
に
な
っ
て
居
る
。

次
に
、
古
靱
の
「
柳
」
が
あ
る
が
、
寒
く
な
っ
た
の
で
失
敬
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
初
春
早
々
古
靱
に
「
柳
」
と
は
、

大
不
服
で
あ
る
。
四
年
程
前
の
五
月
に
、
廿
年
振
り
と
か
言
っ
て
語
っ
た
時
は
、
丁
度
そ
の
前
に
、
彼
が
南
紀
を
旅
行
し
て
、

「
棟
木
由
来
」
の
旧
蹟
等
親
し
く
見
物
し
て
、
帰
阪
し
た
ら
、
偶
然
に
も
、
松
竹
か
ら
「
柳
」
の
注
文
が
来
た
の
で
、
口
に

な
い
品
物
だ
が
、
ポ
イ
と
語
る
気
に
な
っ
た
、
と
、
確
か
手
紙
を
貰
っ
た
。
事
が
あ
っ
た
そ
の
時
の
、「
柳
」
は
と
て
も
面

白
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
柳
」
を
、
現
今
の
よ
う
に
流
行
ら
せ
た
の
は
、
六
代
目
の
綱
太
夫
が
語
っ
て
か
ら
だ
そ
う
だ
。

彼
は
、
元
左
官
屋
で
全
身
刺
青
の
生
粋
の
江
戸
っ
児
で
、
無
類
の
美
音
家
、「
柳
」
を
語
る
時
、
師
匠
で
、「
日
本
一
滑
稽

物
語
」
と
大
看
板
を
掲
げ
て
居
た
山
城
掾
（
後
山
四
郎
）
の
チ
ャ
リ
の
語
り
口
を
、
上
手
く
取
入
れ
、
彼
の
木
遣
り
音
頭
を
、

「
わ
か
ー
の
ィ
、
う
ら
ん
に
ャ
、
め
い
ー
し
ョ
ん
が
ご
し
ャ
る
、
︱
︱
」
と
、
鼻
唄
式
に
演
っ
た
の
で
、
大
喝
采
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

［
備
考
］

・

何
時
か
も
、
紋
下
の
津
太
夫
の
代
役
を
し
た
時
、
お
客
が
口
々
に
「
駒
は
ん
も
中
々
よ
う
語
る
な
あ
」
と
言
っ

(１)

12
て
居
た
事
を
、
故
石
割
松
太
郎
氏
が
耳
に
し
て
、
こ
の
評
言
は
、
紋
下
の
権
威
の
な
い
事
を
裏
書
き
す
る
も
の

だ
、
と
言
っ
て
居
ら
れ
た
事
を
思
い
出
し
た
。
…
大
文
字
屋
（
駒
道
八
）
源
路
太
夫
が
津
太
夫
病
気
で
駒
太
夫

が
替
り
役
を
勤
め
る
口
上
を
陳
べ
て
引
込
む
。「
立
帰
る
旣
に
日
も
暮
れ
よ
り
、
こ
れ
が
津
太
夫
の
替
り
と
聞
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け
ば
ソ
ン
ナ
ラ
津
太
夫
は
ど
れ
だ
け
語
る
か
と
問
は
ね
ば
な
ら
ぬ
が
恐
ら
く
こ
れ
丈
け
は
語
れ
ま
い
、
否
語
つ

て
も
聞
か
す
事
が
出
来
ま
い
。
そ
れ
は
津
に
力
が
な
い
の
で
は
な
い
畠
が
違
ふ
か
ら
そ
こ
に
大
変
な
損
得
が
あ

る
、
苟
く
も
紋
下
ぢ
や
も
の
駒
く
ら
ひ
問
題
に
も
せ
ま
い
が
併
し
な
か
な
か
左
様
に
簡
単
に
は
行
か
な
い
。
駒

が
津
に
及
ば
な
い
所
が
沢
山
あ
る
と
同
時
に
津
も
亦
駒
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
も
あ
ら
う
、
則
ち
声
の
巾
や

貫
禄
は
な
か
〳
〵
駒
の
追
随
を
容
さ
な
い
、
然
も
駒
の
燕
返
し
は
津
が
八
転
の
あ
が
き
を
し
て
も
駄
目
ぢ
や
。

時
代
と
世
話
に
区
別
す
れ
ば
概
し
て
時
代
は
津
に
有
利
に
し
て
世
話
は
駒
の
得
意
が
多
い
、
三
段
目
は
津
の
畠

で
四
段
目
は
駒
の
縄
張
り
と
い
ふ
て
も
過
当
で
は
あ
る
ま
い
。
左
れ
ば
此
の
大
文
字
屋
の
如
き
は
当
然
駒
が
語

る
べ
き
も
の
で
津
に
は
多
少
の
無
理
の
あ
る
も
の
と
い
ふ
を
憚
ら
な
い
。
聞
蕩
れ
て
最
後
ま
で
善
い
も
悪
い
も

洸
惚
と
し
て
了
つ
た
。
欲
を
云
へ
ば
押
し
が
利
か
ぬ
と
で
も
評
す
べ
き
所
は
あ
れ
ど
そ
れ
は
酷
に
過
ぎ
る
。
完

全
な
体
を
持
っ
て
碌
々
語
ら
れ
ぬ
人
の
多
い
中
に
就
て
不
自
由
乍
ら
斯
く
迄
語
り
扱
す
事
は
激
賞
の
価
あ
り
と

信
す
、
駒
た
る
も
の
大
に
延
べ
て
可
な
り
、（『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
二
四
九
）

・

九
年
前
に
『
鬼
界
ケ
島
』
を
復
活
さ
せ
た
古
靱
…
昭
和
五
年
一
月

(３)

12
・

次
が
、
大
正
十
四
年
四
月
で
→
大
正
十
五
年
四
月

(４)

15
・
３
四
年
程
前
の
五
月
に
、
廿
年
振
り
と
か
言
っ
て
語
っ
た
時
は
、
…
昭
和
十
年
五
月
、
大
正
四
年
四
月

(５)


